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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄組成物であって、
　（ａ）平均２０～４０個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ１６～Ｃ２２脂
肪アルコールを含むエトキシル化脂肪族アルコールを１５～４０重量％、
　（ｂ）６００～５，０００の平均分子量を有し、ＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体及
び／又はＣ１０～Ｃ１８脂肪族アルコール－ＥＯ－ＰＯブロック共重合体及び／又はＣ１

０～Ｃ１８脂肪族アルコール－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体を有する、高分子アルキレン
酸化物ブロック共重合体を３～１０重量％、
　（ｃ）Ｃ１０～Ｃ２２脂肪酸のＣ１～Ｃ６アルキルエステルを含み、０．１重量％以下
の水溶解度と少なくとも９０℃の引火点とを有する酸素化炭化水素共硬化剤を１～１０重
量％、及び
　（ｄ）水を少なくとも４０重量％
を含み、前記洗浄組成物は、少なくとも５０℃のゲル溶融温度を有する自己粘着性ゲルで
ある、洗浄組成物。
【請求項２】
　前記洗浄組成物が、鉱油、ナフテン油、及びパラフィン油の１種以上である炭化水素共
硬化剤をさらに含む、請求項１に記載の洗浄組成物。
【請求項３】
　前記高分子アルキレン酸化物ブロック共重合体が、エチレン酸化物－プロピレン酸化物
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ブロック共重合体を含む、請求項２に記載の洗浄組成物。
【請求項４】
　前記自己粘着性ゲルが、２２℃で少なくとも１５０ｇの硬度を有する、請求項１～３の
いずれか１項に記載の洗浄組成物。
【請求項５】
　前記自己粘着性ゲルが、５０～９０℃のゲル溶融温度を有する、請求項１～４のいずれ
か１項に記載の洗浄組成物。
【請求項６】
　前記エトキシル化脂肪族アルコールが、ピークエトキシル化脂肪族アルコールである、
請求項１～５のいずれか１項に記載の洗浄組成物。
【請求項７】
　前記洗浄組成物が、０．５重量％以下のポリエチレングリコールを含む、請求項１～６
のいずれか１項に記載の洗浄組成物。
【請求項８】
　前記酸素化炭化水素共硬化剤が、Ｃ１０～Ｃ１８脂肪酸のＣ２～Ｃ６アルキルエステル
を含む、請求項７に記載の洗浄組成物。
【請求項９】
　平均５～１５個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ８～Ｃ１５アルコールを
２～１０重量％、及び／又は
　ポリオール保湿剤を２～１０重量％
をさらに含む、請求項８に記載の洗浄組成物。
【請求項１０】
　カチオン性界面活性剤をさらに含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の洗浄組成物
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゲル洗浄組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ゲル形態の洗浄組成物は、多くの家庭用、工業用及び施設用用途に有用である。多くの
例では、このようなゲルは「柔らかく」容易に流動可能なレオロジー特性を有する。これ
らの例では、洗浄製品は、一般に、容器又は装置から分配され、ユーザによる洗浄剤製剤
の直接的な取り扱い／物理的操作を含まない。しかし、いくつかの洗浄用途では、洗浄剤
製剤の取り扱い／操作が非常に好ましい場合がある。便器、小便器、又はシャワー壁面へ
ゲル洗浄剤の単位容量が配置／粘着されると、ゲルが水による繰り返しの洗い流しによっ
て経時的にゆっくりと浸食／溶解されるため、長期間にわたりゲルが存在することが好ま
しいことがある。自己粘着性の水性洗浄ゲル組成物は、便器の洗い流毎に水がゲルを通過
し、それにより洗い流し毎に少量の組成物を浸食又は溶解させ、ゲルの成分に依存して水
ラインの上及び／又は下の便器水及び便器表面に分配する洗い流し便器のような連続硬質
表面洗浄システムとして使用することが知られておる。他の例としては、便器のリムブロ
ックホルダ又は自動食器洗浄機の洗浄剤分配空洞などの指定された分配チャンバにゲル洗
浄剤の単位容量を入れることが挙げられる。
【０００３】
　これらのような洗浄用途では、意図された形状の変形に抵抗し、エンドユーザによって
容易に製造され、続いて取り扱われる剛性の「硬い」水性ゲルを使用することが好ましい
場合がある。ゲル製品の単位容量は、ゲル製品がエンドユーザによって取り扱われるとき
まで、製造後にそれらの形状を保持することが好ましい場合もある。この要件を満たすた
めに、このようなゲルは、最終使用に至るまで、製造後に包装されて保存される際に、好
ましく熱誘導形状変化に耐えるべきである。これには、温かい倉庫、輸送コンテナ、又は
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最終使用場所などの合理的に予期される高温でのこのような製品の保管が含まれる。水は
ゲルの主要成分であるため、ゲルは周辺大気圧及び水の沸点より十分低い温度で処理／製
造可能なことが好ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本出願は、一般に洗浄組成物の分野、特に、便器の内面のような硬質表面の洗浄に特に
有用であり得る洗浄組成物に関する。水性ゲル洗浄組成物は、本明細書に記載されている
。ゲルの様々な実施形態は、予め測定された単位容量いに対する所望の製造及び取り扱い
特性、特にエンドユーザによる非常に好ましい取り扱を提供してもよい。主要成分として
水を有するこのようなゲルは、本質的に低コストであり、好ましい毒性プロファイルを提
供する。製造された単位容量のゲルは、それらの「ゲル溶融」温度の組成制御のために、
一般に、高温でさえ形状の変形に耐えることができる。これらの水性ゲルの処理は、典型
的には、周辺大気圧で、水の沸点より十分低い温度で達成することができる。洗浄ゲルは
、例えば、便器、小便器、シャワー囲いと浴槽表面、皿と食器などを含む硬質表面の洗浄
に有用であり得る。
【０００５】
　本発明の組成物の様々な実施形態は、典型的には自己粘着性を有する水性ゲルを提供し
、例えば、ゲルは硬質表面へ塗布するときに自己粘着性である。いくつかの例では、ゲル
がすでに水で濡れていれば、ゲルは表面に強く粘着することがある。水性ゲルは、一般に
、ポリアルコキシ基を含む非イオン性界面活性剤（本明細書では「ポリアルコキシ非イオ
ン性界面活性剤」とも称する）、共硬化剤及び水を含み、例えば、ゲルは、ポリアルコキ
シ非イオン性界面活性剤を約１５～４０重量％、非極性炭化水素及び／又は脂肪酸のアル
キルエステルなどの共硬化剤を約１～１０重量％、水を少なくとも約２５重量％、より一
般には少なくとも約４０重量％を含む。典型的には、ポリアルコキシ非イオン性界面活性
剤は、平均少なくとも約１５個のアルキレン酸化物単位、例えば平均少なくとも約１５個
のエチレン酸化物単位及び／又はプロピレン酸化物単位を含む。ポリアルコキシ非イオン
性界面活性剤は、エトキシル化直鎖脂肪族アルコール及び／又は高分子アルキレン酸化物
ブロック共重合体を含んでもよい。本発明の洗浄ゲルに使用されるポリアルコキシ非イオ
ン性界面活性剤は、典型的に少なくとも約６００の平均分子量を有する。ポリアルコキシ
非イオン性界面活性剤として使用される適切なＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体は、一
般に少なくとも約１，０００、多くの場合約１，０００～５，０００の平均分子量を有す
る。ポリアルコキシ非イオン性界面活性剤として使用される適切なアルコール－ＥＯ－Ｐ
Ｏブロック共重合体及び／又はアルコール－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体は、一般に、少
なくとも約６００、多くの場合約６００～２，０００の平均分子量を有する。ポリアルコ
キシ非イオン性界面活性剤として使用される適切なエトキシル化脂肪族アルコールは、一
般に、少なくとも約１，０００、多くの場合約１，０００～２，０００の平均分子量を有
する。
【０００６】
　本発明の組成物の様々な実施形態は、典型的には高い硬度及び剛性を有する水性ゲルを
提供する。該組成物は、一般に、少なくとも約１５０ｇの硬度及び／又は約５０～９０℃
のゲル溶融温度を有することが好ましいゲルである。該洗浄組成物は、アルコキシル化ア
ルコール（例えば、エトキシル化アルコール）、高分子アルキレン酸化物ブロック共重合
体（例えば、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体）、鉱油のような共硬
化剤、及び水を含んでもよい。いくつかの実施形態では、洗浄組成物は、一つ以上の追加
の成分、例えば天然又は合成高分子樹脂、ポリオール保湿剤（例えば、グリセリン、ソル
ビトール及び／又は他の糖アルコール）、又はアルコキシル化アルコールではないアニオ
ン性界面活性剤及び／又は両性界面活性剤及び／又はカチオン性界面活性剤及び／又は非
イオン性界面活性剤を含んでもよい。任意に、洗浄組成物はまた、香料、錯化剤及び／又
は漂白剤などの１つ以上の補助剤を含んでもよい。エトキシル化アルコール成分は、様々
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なエトキシル化度を有するエトキシル化アルコールの混合物を含んでもよい。例えば、エ
トキシル化アルコール成分は、平均約２０～５０個のエチレン酸化物単位を有するエトキ
シル化Ｃ１４～Ｃ３０アルコール及び平均約５～１５個のエチレン酸化物単位を有するエ
トキシル化Ｃ８～Ｃ１８アルコールを含んでもよい。いくつかの例では、ゲルは、硬質表
面、典型的には垂直又は傾斜した硬質表面に塗布するときに自己粘着性であってもよい。
【０００７】
　上記洗浄ゲル組成物は、主成分として水を含有し、一般に、エトキシル化Ｃ１６～Ｃ３

０アルコール、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体（硬化剤として作用
してもよい）、及び炭化水素又は酸素化炭化水素共硬化剤を含む。いくつかの実施形態で
は、該組成物はまた、Ｃ１６～Ｃ３０エトキシル化アルコール及びエチレン酸化物－プロ
ピレン酸化物ブロック共重合体の両方とは異なる１つ以上の第２の界面活性剤を含んでも
よい。このような組成物はまた、天然ガム及び／又は合成高分子樹脂を含んでもよい。任
意の補助剤成分はまた、本発明のゲルの硬度及びゲル温度を有害に変化させない限り、香
料、着色剤、ポリオール保湿剤、防腐剤、抗菌剤、溶媒、漂白剤、研磨剤、スケール防止
剤及び／又はｐＨ調整剤を含有してもよい。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、本発明の技術は、エトキシル化アルコールと、高分子アルキ
レン酸化物ブロック共重合体と、鉱油のような共硬化剤と、水とを含むゲル洗浄組成物で
あってもよい。該洗浄組成物は、任意に、グリセリン、ソルビトール及び／又は他の糖ア
ルコールなどのポリオール湿潤剤を含んでもよい。いくつかの実施形態では、該組成物は
、少なくとも約１５０ｇ、より一般には少なくとも約２００ｇの硬度、及び／又は約５０
～８０℃のゲル溶融温度を有するゲルである。多くの場合、洗浄組成物は、香料成分を含
んでもよい。
【０００９】
　他の態様では、洗浄組成物は、平均２０～５０個のエチレン酸化物単位を有するエトキ
シル化Ｃ１６～Ｃ３０アルコールであってもよいエトキシル化アルコールと、エチレン酸
化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体（例えばＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体、
及び／又はＣ１０～Ｃ１８アルコール－ＥＯ－ＰＯブロック共重合体）と、鉱油のような
共硬化剤と、水とを含むゲルであってもよい。
【００１０】
　他の実施形態では、洗浄組成物は、平均２０～５０個のエチレン酸化物単位を有するエ
トキシル化Ｃ１６～Ｃ２２アルコールである第１のエトキシル化アルコールを約１５～４
０重量％、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１５重量％、共
硬化剤を約１～１０重量％、及び水を含む洗浄組成物であってもよい。いくつかの態様で
は、洗浄組成物は、平均約５～１５個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ８～
Ｃ１８アルコールである第２のエトキシル化アルコールも含んでもよい。いくつかの例で
は、組成物は硬質表面へ塗布するときに自己粘着性であってもよい。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、本発明の組成物は、組成物又は活性成分を便器又は他の硬質
表面の比較的広い領域に送達する利益を消費者に提供してもよい。いくつかの実施形態で
は、組成物の改善された安定性は、高分子アルキレン酸化物ブロック共重合体（例えば、
エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体）とエトキシル化アルコールの特定
のブレンドの組成物中への包含によって達成され得る。多くの実施形態では、硬質表面上
（例えば、便器の内面上又はその近くなど）の組成物の容量は、それぞれの水の定期的な
流れ（例えば、便器洗い流し）の間及びその後に部分的に溶解し、湿潤膜を提供し、典型
的には硬質表面上の組成物からあらゆる方向に発する。上記硬質表面上の容量から発する
湿潤膜は、硬質表面の即時及び残留処理のために、組成物の成分（例えば、洗浄性界面活
性剤及び／又はスケール可溶化剤などの洗浄剤）の送達ビークルを提供してもよい。該組
成物は、組成物中に存在する少なくとも１種の活性製剤を湿潤膜中に、容量配置の所定の
位置から離れた硬質表面の拡張領域に送達するために使用され得る。
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【００１２】
　特定の局面では、本発明の洗浄ゲルは、便器、小便器、シャワー又は浴室囲い、排水口
、窓などの処理（例えば、洗浄）すべき硬質表面上に直接手で適用してもよく、洗浄ゲル
及び表面を通過する水の複数の流れなど、例えば、洗い流し、シャワー、すすぎなどによ
って自己粘着されてもよい。水が組成物の上を流れるたびに、組成物の一部は組成物上を
流れる水の中に放出される。水中に放出された組成物の部分は、表面に連続的な湿潤膜を
提供して、その結果、即時及び長期の洗浄及び／又は消毒及び／又は芳香又は他の表面処
理を、組成物中に存在する活性剤によって提供する。組成物、さらに組成物の活性剤は、
表面に直接接触して最初の組成物配置から広がるか、又は最初の組成物配置から送達され
、表面上の拡張領域を連続的に被覆すると考えられる。湿潤膜は被膜として作用し、すす
ぎ水の流れに対する方向を含む組成物からあらゆる方向、即ち３６０度で自己粘着性組成
物から発してもよい。液体の表面の動きは、表面下の流体の動きと結合されるため、液体
の運動は、通常、表面の応力を生じさせ、逆もまた同様である。上記組成物は、便器の水
ラインの上及び水ラインの下の表面上に所望の活性剤の送達及び保持を可能にするため、
便器の表面を処理する際に特に有用であり得る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　一態様では、本発明の洗浄組成物は、ポリアルコキシ非イオン性界面活性剤、共硬化剤
、及び水を少なくとも約２５重量％を含んでもよい。ポリアルコキシ非イオン性界面活性
剤は、一般に、少なくとも約１５個のアルキレン酸化物単位、例えば平均少なくとも約１
５個のエチレン酸化物及び／又はプロピレン酸化物単位を含む。共硬化剤は、炭化水素及
び／又は酸素化炭化水素共硬化剤を含んでもよく、例えば、鉱油、ナフテン油、パラフィ
ン油、脂肪酸のアルキルエステル、Ｃ１２～Ｃ１８脂肪族アルコール及び／又は２以下の
平均エトキシル化度を有するＣ１０～Ｃ１８脂肪族アルコールエトキシレートである。上
記洗浄組成物は、例えば水、ポリアルコキシ非イオン性界面活性剤（例えば、エトキシル
化Ｃ１４～Ｃ３０直鎖脂肪族アルコールを含む）及び共硬化剤（例えば、鉱油及び／又は
Ｃ１０～Ｃ２２脂肪酸のアルキルエステルを含む）を含んでもよい。
【００１４】
　一態様では、本発明の洗浄組成物は、アルコキシル化アルコール、エチレン酸化物－プ
ロピレン酸化物ブロック共重合体、鉱油のような共硬化剤、及び水を含んでもよい。洗浄
組成物は、少なくとも約１５０ｇの硬度を有するゲルであってもよい。いくつかの実施形
態では、アルコキシル化アルコールはエトキシル化アルコール、例えばエトキシル化Ｃ１

６～Ｃ３０脂肪族アルコール及び典型的に平均約２０～５０個のエチレン酸化物単位を有
するエトキシル化Ｃ１６～Ｃ２２脂肪アルコールを含んでもよい。
【００１５】
　他の態様では、本発明の洗浄組成物は、（ａ）エトキシル化アルコール、（ｂ）高分子
アルキレン酸化物ブロック共重合体、（ｃ）共硬化剤、及び（ｄ）水を含むゲルであって
もよい。典型的には、組成物は、少なくとも約１５０ｇ、より一般には少なくとも約２０
０ｇの硬度を有する硬質水性ゲルである。いくつかの実施形態では、組成物は、硬質表面
へ塗布するときに自己粘着性であってもよい。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、上記組成物は、少なくとも約１５０ｇの硬度を有するゲルで
あってもよい。いくつかの実施形態では、（２２℃で測定された）該ゲル硬度は少なくと
も約２００ｇ以上であってもよく、通常は少なくとも約２５０ｇである。ゲルは、約５０
～９０℃のゲル溶融温度を有してもよい。いくつかの実施形態では、ゲル溶融温度は、約
５５～７５℃又は多くの場合約６０～７０℃であってもよい。いくつかの実施形態では、
該組成物は、少なくとも約１５０ｇの硬度及び約５０～９０℃のゲル溶融温度を有するゲ
ルであってもよい。
【００１７】
　本発明の組成物は、典型的には、一般に式（Ａ）で表されるアルコール１モル当たりの
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約２０～５０モルの範囲内のエチレン酸化物の平均エトキシル化度を有するＣ１４～Ｃ３

０アルコールエトキシレートからなる群から選択された少なくとも１種のエトキシル化ア
ルコールを約１５～約４０重量％を含む。
[化１]
　ＲＯ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ＸＨ（Ａ）
　ここで、ＲはＣ１４～Ｃ３０の脂肪族基であり、ｘの平均は２０～５０である。
【００１８】
　本発明の組成物中のポリアルコキシ非イオン性界面活性剤としての使用には、「狭範囲
」又は「ピーク」アルコールエトキシレートと称する（以下、「ピークアルコールエトキ
シレート」と称する）市販のエトキシル化アルコールのクラスが特に適していることが判
明した。「狭範囲」又は「ピーク」アルコールエトキシレートは、典型的には、形成され
たエトキシル化アルコール混合物中に非常に狭いエチレン酸化物集団分布範囲をもたらす
特定のエトキシル化触媒を使用して製造される。これらのピークアルコールエトキシレー
トの商業的な例には、サソール・ノースアメリカ社（Ｓａｓｏｌ　Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒ
ｉｃａ　Ｉｎｃ．）によって製造されたＮｏｖｅｌ（登録商標）アルコールエトキシレー
トが含まれる。ピーク脂肪族アルコールエトキシレートのようなピークアルコールエトキ
シレートは、米国特許第４，２３９，９１７号、同第４，２２３，１６４号及び同第８，
３２９，６０９号に記載されている触媒及び方法を用いて調製することができ、これらの
開示は参照により本明細書に組み込まれる。このような材料の使用は、許容できないほど
高いゲル点（ゲル溶融温度）を伴わずに、より大きなゲル硬度のゲルを生成することが分
かっている。理論にとらわれることなく、このようなエトキシル化アルコールから製造さ
れたゲルのより高い硬度は、より効率的なゲル構造の形成を可能にする界面活性剤ポリエ
トキシ（ポリエチレン酸化物）頭部基のより均一な立体的サイズから生じると仮定される
。加えて、Ｎｏｖｅｌ（登録商標）アルコールエトキシレートのようなピークアルコール
エトキシレートは、典型的には、本発明の組成物中のゲル硬度を低下させることが判明し
た物質である低分子量ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）不純物を実質的に含まない。こ
れらのピークアルコールエトキシレート材料についてのエトキシル化度の狭い範囲及び低
いＰＥＧ不純物特性は、参照として本明細書に組み込まれるＮｏｖｅｌ（登録商標）Ｈｉ
ｇｈ　Ｍｏｌｅ　Ｅｔｈｏｘｙｌａｔｅｓ　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｂｕｌｌｅｔｉｎ（０
５／０１／１２）に記載されている。典型的には、ピークアルコールエトキシレートは、
約１．５重量％以下のポリエチレングリコール含量を有する。その結果、多くの実施形態
では、本発明の洗浄ゲルは、約０．５重量％以下のポリエチレングリコール含量を有する
。典型的には、ピークアルコールエトキシレートは、約０．５重量％以下の残留アルコー
ル（即ち、上記の構造中の「Ｒ基」に対応するアルコールＲＯＨの残部）を含有する。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、上記組成物は、このエトキシル化アルコールを約２０～３０
重量％及び多くの場合約２２～２６重量％を含んでもよい。いくつかの実施形態では、エ
トキシル化アルコールは、Ｃ１６～Ｃ２２脂肪族基又はより一般にはＣ１６～Ｃ１８脂肪
族基を含んでもよい。いくつかの実施形態では、脂肪族基はアルキル基又はアルケニル基
であってもよい。いくつかの実施形態では、アルキル基又はアルケニル基は、主に枝分か
れしていない（即ち、第１の界面活性剤エトキシル化アルコールの大部分は直鎖アルキル
又はアルケニルアルコールから誘導される）。いくつかの実施形態では、エトキシル化ア
ルコールは、平均約２０～３５個のエチレン酸化物単位、例えば、平均約２５個のエチレ
ン酸化物単位を含んでもよい。いくつかの実施形態では、エトキシル化アルコールは、平
均約２５個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ１６～Ｃ１８脂肪族アルコール
を含んでもよい。適切な第１の界面活性剤エトキシル化アルコールの非限定的な例には、
次のようである。
　ゲナポール（登録商標）Ｔ－２５０：Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｇｍｂｈ（Ｓｕｌｚｂａｃｈ
、Ｇｅｒｍａｎｙ）から市販されているＣ１６～Ｃ１８セチル／ステアリル／オレイルア
ルコールエトキシレート、２５モルの平均エトキシル化。
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　Ｌｕｔｅｎｓｏｌ（登録商標）ＡＴ－２５：ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａ
ｆｅｎ、Ｇｅｒｍａｎｙ）から市販されているＣ１６～Ｃ１８セチル／ステアリル天然水
素化アルコールエトキシレート、２５モルの平均エトキシル化。
　Ｎｏｖｅｌ（登録商標）１６１８ＣＧ－２５：Ｓａｓｏｌ　Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃ
ａ（Ｈｏｕｓｔｏｎ、ＵＳＡ）から入手可能なＣ１６～Ｃ１８セチル／ステアリル合成ア
ルコールエトキシレート、２５モルの平均エトキシル化。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、上記組成物は、（ｅ）ポリオール保湿剤、（ｆ）香料成分、
（ｇ）第１のエトキシル化アルコールとは異なる非イオン性界面活性剤、（ｈ）天然又は
合成高分子樹脂、（ｉ）アニオン性、カチオン性、両性イオン性及び／又は両性界面活性
剤、及び（ｊ）１種以上の補助剤の中の一つ以上を含んでもよい。いくつかの実施形態で
は、該組成物は、さらに第１のエトキシル化アルコールとは異なる、平均５～１２個のエ
チレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ８～Ｃ１５脂肪族アルコールなどの非イオン性
界面活性剤を含んでもよい。補助剤は、抗菌剤、水溶性染料、顔料、錯化剤、表面改質高
分子、防腐剤、酵素、漂白剤、ｐＨ調整剤、スケール防止剤、研磨剤、分散剤及び溶媒な
どの洗浄組成物に典型的に添加される１種以上の補助剤を含んでもよい。
【００２１】
　本発明の組成物は、典型的には、高分子アルキレン酸化物ブロック共重合体に基づく非
イオン性化合物を含む。該組成物は、高分子アルキレン酸化物ブロック共重合体を約１～
１５重量％を含んでもよい。いくつかの実施形態では、組成物は、高分子アルキレン酸化
物ブロック共重合体を約２～１２重量％、又はより一般には約３～約１０重量％を含んで
もよい。
【００２２】
　本発明の洗浄ゲルに使用されるポリアルコキシ非イオン性界面活性剤は、典型的には少
なくとも約６００の平均分子量を有する。いくつかの実施形態では、高分子アルキレン酸
化物ブロック共重合体は、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を含んで
もよい。エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体は、ＥＯ－ＰＯブロック共
重合体、ＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体、Ｃ８～Ｃ１８アルコールＥＯ－ＰＯ付加物
、Ｃ８～Ｃ１８アルコールＰＯ－ＥＯ付加物、及び／又はＥＯ－ＰＯジアルキルエーテル
を含んでもよい。このようなエチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体の全分
子量は、典型的には約４００～１０，０００であり、いくつかの例では約５００～５，０
００の範囲である。多くの例では、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体
は、適切には少なくとも約６００又は少なくとも約１，０００、一般に約１，０００～５
，０００の平均分子量を有してもよい。他の方法で明示的に定義されない限り、本明細書
で使用される用語「平均分子量」は、数平均モル質量（数平均分子量又は「Ｍｎ」とも称
する）を指す。ポリアルコキシ非イオン性界面活性剤として使用される適切なＥＯ－ＰＯ
－ＥＯブロック共重合体は、一般に、少なくとも約１，０００、多くの場合約１，０００
～５，０００の平均分子量を有する。ポリアルコキシ非イオン性界面活性剤として使用さ
れる適切なアルコール－ＥＯ－ＰＯブロック共重合体及び／又はアルコール－ＰＯ－ＥＯ
ブロック共重合体は、一般に、少なくとも約６００、多くの場合約６００～２，０００の
平均分子量を有する。ポリアルコキシ非イオン性界面活性剤として使用される適切なエト
キシル化脂肪族アルコールは、一般に、少なくとも約１，０００、多くの場合約１，００
０～２，０００の平均分子量を有する。
【００２３】
　高分子アルキレン酸化物ブロック共重合体は、分子の大部分がＣ２～Ｃ４アルキレン酸
化物のブロック重合体で構成されている非イオン性化合物を含む。このような非イオン性
化合物は、多くの場合アルキレン酸化物鎖開始基から構築されるが、アルコール（第１級
及び／又は第２級）、アミド、フェノール及びチオールを含むが、これに限定されない、
略任意の活性水素含有基を開始核として有することもできる。多くの実施形態では、本発
明のゲルは、少なくとも１種のエチレン酸化物（ＥＯ）－プロピレン酸化物（ＰＯ）ブロ
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ック共重合体、例えば式（Ｂ）及び／又は（Ｃ）の化合物を約３～約１５重量％を含有し
てもよい。
[化２]
　ＨＯ－（ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ（ＥＯ）ｚ－Ｈ（Ｂ）
　Ｒ’Ｏ－（ＥＯ）ｍ（ＰＯ）ｎＨ（Ｃ）
　通常、本発明のゲル中のエチレン酸化物（ＥＯ）－プロピレン酸化物（ＰＯ）ブロック
共重合体の範囲は、約２～１０重量％、多くの場合約４～８重量％である。
【００２４】
　式（Ｂ）で表されるＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体構造において、ＥＯはエチレン
酸化物、ＰＯはプロピレン酸化物であり、ｙは通常１５以上であり、（ＥＯ）ｘ＋ｚは通
常少なくとも１０％であり、より一般には上記化合物の全重量の少なくとも約２０％であ
る（そしてｘ又はｚのいずれかがゼロであってもよい）。多くの場合、アルキレン酸化物
ブロック共重合体の全分子量は、一般に約４００～１０，０００であり、より典型的には
約１，０００～５，０００の範囲である。例示的な有用なＥＯ／ＰＯブロック共重合体は
、商品名「Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）」、特にＰｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）Ｌシリ
ーズ、Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）Ｐシリーズ、及びＰｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）Ｒ
シリーズで市販されている材料であり、プロピレン酸化物とエチレン酸化物とのブロック
共重合体であり、ＢＡＳＦ　ＡＧ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎ、Ｇｅｒｍａｎｙ）及び／
又はＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．（Ｍｔ．Ｏｌｉｖｅ　Ｔｏｗｎｓｈｉｐ、ＮＪ）から現在入手
可能である。適切な非イオン性ブロック共重合体の例としては、ゲナポール（登録商標）
ＰＦ４０（約４０重量％のＥＯ単位、Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｇｍｂｈ　Ｓｕｌｚｂａｃｈ、
Ｇｅｒｍａｎｙ）及びＰｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）Ｌ６４（Ｍｎ：約２９００）などの
ＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体が挙げられる。
【００２５】
　式（Ｃ）で表されるＣ１０～Ｃ１８アルコール－ＥＯ－ＰＯブロック共重合体構造にお
いて、Ｒ’は脂肪族基（典型的には直鎖状及び／又は分岐状のアルキル及び／又はアルケ
ニル基）を表し、典型的には約１０～１８炭素原子を有し、ＥＯはエチレン酸化物を表し
、ＰＯはプロピレン酸化物を表し、ｍは一般に少なくとも２であり、ｎは通常少なくとも
２である。好ましくは、ｍとｎは共に４以上である。構造（Ｃ）中のアルキレン酸化物ブ
ロック共重合体の全分子量は、約４００～５，０００、多くの場合約４００～２０００の
範囲内であってもよい。構造（Ｃ）で表される有用なエチレン酸化物（ＥＯ）－プロピレ
ン酸化物（ＰＯ）ブロック共重合体硬化剤化合物の例は、一般に、アルコキシル化アルコ
ールとして市販されている。本発明の組成物に使用するのに適したＥＯ－ＰＯブロック共
重合体の特定の例には、ゲナポール（登録商標）ＥＰ２５シリーズのＣ１２／１５オキソ
アルコールＥＯ－ＰＯ付加物（ゲナポール（登録商標）ＥＰ２５８４、Ｃｌａｒｉａｎｔ
　Ｇｍｂｈ　Ｓｕｌｚｂａｃｈ、Ｇｅｒｍａｎｙ）及びゲナポール（登録商標）ＥＰ　２
４シリーズのラウリルアルコールＥＯ－ＰＯ付加物（例えばゲナポール（登録商標）ＥＰ
　２４５４、Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｇｍｂｈ　Ｓｕｌｚｂａｃｈ、Ｇｅｒｍａｎｙ）が挙げ
られる。
【００２６】
　特徴的なアルキレン酸化物ブロックを含有するこのような非イオン性界面活性剤の１つ
の適切なクラスは、一般に式（Ｄ）で表されるものである。
　［化３］
　Ｒ－Ｏ－（ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ（ＥＯ）ｚ－Ｈ（Ｄ）
　ここで、Ｒは一般には約１０～１８の炭素原子を有する脂肪族基（典型的には直鎖及び
／又は分枝鎖アルキル及び／又はアルケニル基）を表し、ＥＯはエチレン酸化物を表し、
ＰＯはプロピレン酸化物を表し、ｙは一般に少なくとも１５であり、 （ＥＯ）ｘ＋ｚは
、典型的には、このような化合物の全重量の少なくとも約１０％、より一般には少なくと
も約２０％である。いくつかの実施形態では、ｘ及びｚの一方はゼロであってもよい。分
子の大部分としてアルキレン酸化物ブロック重合体を含む有用な非イオン性界面活性剤化
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合物の例としては、Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｇｍｂｈ（Ｓｕｌｚｂａｃｈ、Ｇｅｒｍａｎｙ）
から商品名ゲナポール（登録商標）ＥＰで現在市販されている物質である。このような非
イオン性界面活性剤は、Ｃ１０～Ｃ１５アルキル基、例えばアルコキシル化ラウリルアル
コール又はアルコキシル化Ｃ１２／１５オキソアルコールを含んでもよい。
【００２７】
　別の適切な例としては、（Ｌｕｔｒｏｌ　Ｆ　１２７）として販売されているポリオキ
シエチレン－ポリオキシプロピレンブロック共重合体が挙げられる。このブロック共重合
体は以下の構造を有する。
［化４］
Ｈ－Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｘ－（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）ｙ－（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）

ｚ－Ｈ
　ここで、ｘ、ｚは約１００であり、ｙは約５５である。
【００２８】
　他の適切なポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンブロック共重合体は、分子中に
８０％のポリエチレン酸化物を有するＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体（Ｐｌｕｒｏｎ
ｉｃ　ＰＥ　６８００としてＢＡＳＦによって販売されている）である。プルロニック（
Ｐｌｕｒｏｎｉｃ）ＰＥ　６８００は約８、０００の分子量を有し、２つのポリエチレン
グリコール基に隣接する中心のポリプロピレングリコール基を含む。ポリプロピレングリ
コールブロックは、約１７５０（ｙ：約３０）の分子量及び約８０％のポリエチレングリ
コール含有量（ＥＯ含量）を有する。
【００２９】
　本発明のゲル組成物は、典型的には約０．１重量％未満の水に可溶な非常に低い水溶性
を有する共硬化剤を含む。共硬化剤は、低蒸気圧、高引火点炭化水素又は炭化水素混合物
、例えば鉱油、ナフテン油又はパラフィン油を含んでもよい。他の適切な共硬化剤には、
低蒸気圧、高引火点の酸素化炭化水素を含み、例えば、エステル、脂肪族又は合成アルコ
ール、又はアルコール１モル当たりの約２モル以下のエチレン酸化物、多くの場合約１モ
ル以下の平均エトキシル化度を有するＣ１０～Ｃ１８アルコールエトキシレートである。
共硬化剤として適切な酸素化炭化水素の例には、ミリスチン酸イソプロピル、Ｃ１２～Ｃ

１６脂肪族アルコール、及び約２モル以下の平均エトキシル化度、多くの場合約１モル以
下の平均エトキシル化度を有するＣ１０～Ｃ１６脂肪族アルコールエトキシレートなどの
Ｃ１０～Ｃ２２脂肪酸のアルキルエステルが挙げられ、典型的にはモノエトキシレート、
例えばラウリルアルコールのモノエトキシレートである。ゲル組成物は、共硬化剤を、約
１～１０重量％、一般に約１．５～５重量％を含んでもよい。多くの場合、ゲル組成物は
約１．５～３％の共硬化剤を含む。共硬化剤の引火点は、一般に約９０℃以上である。
【００３０】
　本発明のゲル組成物は、脂肪族カルボン酸のアルキルエステルなどの脂肪族カルボン酸
のアルキルエステルを含む共硬化剤を含んでもよい。典型的には、共硬化剤はＣ１０～Ｃ

１８直鎖脂肪族カルボン酸のＣ１～Ｃ６アルキルエステル、例えばＣ１２～Ｃ１６脂肪酸
のＣ２～Ｃ６アルキルエステルを含む。脂肪族カルボン酸アルキルエステルは、一般に、
約０．１重量％以下の水溶解度及び／又は少なくとも約９０℃の引火点を有する。Ｃ１０

～Ｃ２２脂肪酸のアルキルエステルの適切な例では、ミリスチン酸イソプロピル、パルミ
チン酸エチル、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸ｎ－ブチル、ラウリン酸ｎ－ヘ
キシル、ステアリン酸エチル、ステアリン酸イソプロピル、ラウリン酸ｎ－ブチル、オレ
イン酸エチル等が挙げられる。共硬化剤はまた、鉱油、ナフテン油、パラフィン油、Ｃ１

２～Ｃ１８脂肪族アルコール及び／又は約２以下の平均エトキシル化度を有するＣ１０～
Ｃ１８脂肪族アルコールエトキシレートを含んでもよい（一般に平均エトキシル化度は約
１以下である）。
【００３１】
　本発明の組成物は、水を主要成分として含む。該組成物は、水を少なくとも約２５重量
％を含んでもよい。より一般には、該組成物は、水を少なくとも約４０重量％、いくつか
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の実施形態では水を少なくとも約５０重量％を含む。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、洗浄組成物は、アルコキシル化アルコールではないアニオン
性、カチオン性、両性イオン性及び／又は両性界面活性剤及び／又は補助非イオン性界面
活性剤などの１つ以上の追加の界面活性剤を任意に含んでもよい。このような洗浄組成物
は、ポリオール保湿剤、天然ガム及び／又は合成高分子樹脂、及び／又は補助剤などの１
つ以上の追加成分を任意に含んでもよい。
【００３３】
　本発明のゲルの多くの実施形態は、第１の界面活性剤とは異なるアルコール１モル当た
りの約５～１５モル範囲のエチレン酸化物の平均エトキシル化度を有するＣ８～Ｃ１８ア
ルコールエトキシレート、硬化剤及び共硬化剤からなる群から選択される少なくとも１つ
の非イオン性第２の界面活性剤を約１０重量％まで含有してもよい。通常、本発明のゲル
は、非イオン性アルコールエトキシレート第２の界面活性剤を約２～６重量％含有する。
非イオン性アルコールエトキシレート第２の界面活性剤のアルコール基は、直鎖であって
も分枝鎖であってもよい。典型的には、存在する場合、エトキシル化アルコール第２の界
面活性剤は、平均５～１５個のエチレン酸化物単位を有するＣ９～Ｃ１５直鎖及び／又は
分岐アルコールを含む。非限定的な第２の界面活性剤の例は、平均１０個のエチレン酸化
物単位を有する分枝鎖イソＣ１３アルコールエトキシレートであるゲナポール（登録商標
）Ｘ－１００（ＣＬＡＲＩＡＮＴから入手可能）、平均６個のエチレン酸化物単位を有す
るＣ９～Ｃ１１エトキシル化アルコールであるＴｏｍａｄｏｌ（登録商標）９１－６、平
均８つのエチレン酸化物単位を有する合成Ｃ１３～Ｃ１５エトキシル化オキソアルコール
であるＬＵＴＥＮＳＯＬ（登録商標）ＡＯ－８（ＢＡＳＦから入手可能）、平均７個のエ
チレン酸化物単位を有するエトキシル化ラウリルアルコールであるゲナポール（登録商標
）ＬＡ　０７０Ｓ－（ＣＬＡＲＩＡＮＴから入手可能）、及び７個のエチレン酸化物単位
を有する分岐した第２のエトキシル化アルコールであるＴＥＲＧＩＴＯＬ（登録商標）１
５－Ｓ－７（ＤＯＷ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能）である。
【００３４】
　他の例示的な有用な非イオン性界面活性剤としては、様々な公知の非イオン性界面活性
剤化合物が挙げられる。実際には、窒素に結合した遊離水素を有するカルボキシ、ヒドロ
キシ、アミド又はアミノ基を有する任意の疎水性化合物は、エチレン酸化物又はその多水
化生成物、ポリエチレングリコールと縮合して、様々な水溶解度を有する非イオン性界面
活性剤化合物を形成し、これは疎水性及び親水性ポリエチレンオキシ元素の相対的長さに
依存する。例示的な非イオン性化合物には、アルキル芳香族ヒドロキシ化合物のポリオキ
シエチレンエーテル、例えばアルキル化ポリオキシエチレンフェノール、長鎖脂肪族アル
コールのポリオキシエチレンエーテル（例えばエトキシル化アルコール）、疎水性プロピ
レン酸化物高分子のポリオキシエチレンエーテル及び高級アルキルアミン酸化物が挙げれ
らる。
【００３５】
　任意に水性洗浄組成物中に存在し得る更なる非イオン性界面活性剤はアルキルポリグリ
コシドである。適切なアルキルポリグリコシドとしては、アルカリ性でありかつ電解質に
安定な周知の非イオン性界面活性剤が挙げられる。アルキルモノ及びポリグリコシドは、
一般に、単糖類又は単糖類に加水分解可能な化合物を、酸性媒体中の脂肪アルコールのよ
うなアルコールと反応させることによって調製される。脂肪アルコールは、約８～３０個
、典型的には８～１８個の炭素原子を有してもよい。このようなアルキルグリコシドの例
としては、５０％Ｃ９～Ｃ１１アルキルポリグリコシド（Ｈｅｎｋｅｌ　Ｃｏｒｐ、Ａｍ
ｂｌｅｒ　ＰＡから市販されている）であると報告されているＡＰＧ　３２５　ＣＳ　Ｇ
ＬＹＣＯＳＩＤＥと５０％Ｃ１０～Ｃ１６アルキルポリグリコシドであると報告されてい
るＧＬＵＣＯＰＯＮ（登録商標）６２５　ＣＳが挙げられる。
【００３６】
　本発明の組成物に使用するのに適したアルキルポリグリコシドは、下記式であってもよ
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い。
［化５］
　ＲＯ－（Ｒ’Ｏ）ｘ－Ｚｎ

　ここで、Ｒは８～２０個の炭素原子を含む１価の脂肪族ラジカルであり（脂肪族基は直
鎖又は分枝鎖の飽和又は不飽和であってもよい）、Ｒ’は２～４つの炭素原子を含む二価
のアルキルラジカル、好ましくはエチレン又はプロピレンであり、ｘは平均値が約０～約
１２の数であり、Ｚはグルコース、ガラクトース、グルコシル又はガラクトシル残基など
の５又は６つの炭素原子を含む還元糖部分であり、ｎは平均値が約１～約１０の数である
。いくつかの例示的なアルキルポリグリコシドは、ＧＬＵＣＯＰＯＮ（登録商標）（Ｚは
グルコース部分であり、ｘは０である）の名称で販売されている。
【００３７】
　更なる適切な非イオン性界面活性剤には、直鎖アルキルアミン酸化物が含まれる。典型
的な直鎖アルキルアミン酸化物には、式：Ｒ１－Ｎ（Ｒ２）（Ｒ３）Ｏの水溶性アミン酸
化物が含まれ、ここでＲ１は典型的にはＣ８～Ｃ１８アルキル部分であり、Ｒ２及びＲ３

部分は典型的には水素、Ｃ１～Ｃ３アルキル基、Ｃ１～Ｃ３ヒドロキシアルキル基からな
る群から選択される。多くの場合、Ｒ１はＣ８～Ｃ１８ｎ－アルキルであり、Ｒ２及びＲ
３はメチル、エチル、プロピル、イソプロピル、２－ヒドロキシエチル、２－ヒドロキシ
プロピル及び／又は３－ヒドロキシプロピルである。直鎖アミン酸化物界面活性剤は、特
に、直鎖Ｃ１０～Ｃ１８アルキルジメチルアミン酸化物及び直鎖Ｃ８～Ｃ１２アルコキシ
エチルジ（ヒドロキシエチル）アミン酸化物を含んでもよい。特に適切なアミン酸化物に
は、直鎖Ｃ１０、直鎖Ｃ１０～Ｃ１２、及び直鎖Ｃ１２～Ｃ１４アルキルジメチルアミン
酸化物が含まれる。アミン酸化物非イオン性界面活性剤の他の例としては、アルキルアミ
ドプロピルアミン酸化物、例えばラウリル／ミリスチルアミドプロピルアミン酸化物（例
えば、ラウリル／ミリスチルアミドプロピルジメチルアミン酸化物）が挙げられる。
【００３８】
　更なる適切な非イオン性界面活性剤には、ポリエトキシ化脂肪エステルが含まれる。こ
れらには、例えば、ポリエトキシル化ソルビタンモノオレエート、ソルビタンモノラウレ
ート、ソルビタンモノパルミテート及び／又はソルビタンモノステアレート、及びポリエ
トキシル化ヒマシ油が含まれる。このような界面活性剤の特定の例は、エチレン酸化物（
例えば、１０～２５モル）とソルビタンモノオレエートとの縮合生成物及びエチレン酸化
物（例えば、２０～４０モル）とヒマシ油との縮合生成物である。
【００３９】
　多くの実施形態では、本発明のゲルは、約１０重量％以下のポリオール保湿剤を含有し
てもよい。いくつかの実施形態では、組成物は、ポリオール保湿剤を、約１～８重量％又
はより一般には約２～６重量％の１つ以上の含んでもよい。適切なポリオール湿潤剤の例
としては、グリセリン、グリコール類（例えば、エチレングリコール、プロピレングリコ
ール、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、ブチレングリコールなどの）、
 糖アルコール類（例えば、ソルビトール、キシリトール、マルチトールなど）、糖類（
例えば、グルコース、ガラクトース、又はグルコシル又はガラクトシル残基を有する化合
物など）、及びそれらの混合物を含む。
【００４０】
　多くの実施形態では、本発明のゲルは、約１重量％以下の多糖類（例えば、天然ガムな
ど）及び／又は合成高分子樹脂を含有してもよい。非限定的な適切な例としては、セルロ
ース、カルボキシメチルセルロースナトリウム、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキ
シプロピルセルロース、キサンタンガム、寒天、ジェランガム、アラビアゴム、イナゴマ
メ粉、グアーガム及びデンプンなどの多糖類及びその誘導体が挙げられる。
【００４１】
　多くの実施形態では、本発明のゲルは、Ｃ１６～Ｃ３０アルコールエトキシレート、Ｅ
Ｏ－ＰＯブロック共重合体硬化剤、及びＣ８～Ｃ１８アルコールエトキシレート非イオン
性第２の界面活性剤とは異なるアニオン性、非イオン性、カチオン性、両性イオン性及び
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／又は両性界面活性剤からなる群から選択される少なくとも１種の補助界面活性剤を約１
０重量％まで含んでもよい。補助界面活性剤の一般的なクラスには、アミン酸化物、アル
キルポリグルコシド、α－オレフィンスルホン酸塩、アルキル硫酸塩、アルキルベンゼン
スルホン酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、及び脂肪酸アルカノールアミドが含まれる。
【００４２】
　本発明の洗浄組成物は、追加の機能性材料（「補助剤」とも称する）のような追加の成
分又は製剤を含んでもよい。いくつかの実施形態では、機能性材料は、洗浄組成物に所望
の特性及び機能性を提供するために含まれてもよい。この適用の目的上、用語「機能材料
」は、濃縮液及び／又は使用溶液、例えば水溶液に分散又は溶解されたときに、特定の用
途において有益な特性を提供する材料を含む。イオン性液体を含有する本発明の洗浄剤は
、任意に他の汚れ消化成分、界面活性剤、殺菌剤、洗剤充填材、消毒剤、酸味料、錯化剤
、殺生剤、腐食防止剤、再蒸着防止剤、泡抑制剤、二酸化チタンのような不透明化剤、染
料、漂白剤、酵素、酵素安定化系、増粘剤またはゲル化剤、湿潤剤、分散剤、安定剤、分
散剤高分子、洗浄化合物、及び／又は香料を含有してもよい。
【００４３】
　多くの実施形態では、本発明のゲルは、約１０重量％以下の香料を含有してもよい。一
般に、本発明のゲルは、約２～６重量％の香料を含有する。
【００４４】
　本発明の洗浄組成物は、抗菌剤、水溶性染料、顔料、錯化剤、防汚剤、表面改質高分子
、防腐剤、酵素、漂白剤（過酸化水素及び他の過酸化物）、ｐＨ調整剤（酸及びアルカリ
剤）、スケール防止剤、研磨剤、分散剤及び溶媒からなる群から選択される少なくとも１
種の洗浄補助物質を約１０重量％まで含有してもよい。一般に使用される洗浄補助物質に
は、染料、表面改質高分子、防腐剤及び抗スケール形成剤が含まれる。
【００４５】
　他の実施形態では、組成物は、（ａ）平均２０～５０個のエチレン酸化物単位を有する
エトキシル化Ｃ１６～Ｃ２２アルコールであるエトキシル化アルコールを約１５～４０重
量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１０重量％、
（ｃ）鉱油のような共硬化剤を約１．５～１０重量％、（ｄ）水を少なくとも約４０重量
％、（ｅ）天然ガム又は合成高分子樹脂を０～約３重量％、（ｆ）香料成分を０～約１０
重量％、（ｇ）ポリオール保湿剤を０～約１５重量％、（ｈ）第１のエトキシル化アルコ
ールとは異なる非イオン性界面活性剤を０～約１０重量％、（ｉ）１種以上の補助剤を０
～約１０重量％からなってもよい。
【００４６】
　本明細書で使用される「ゲル」とは、非ゼロの降伏応力を有する相互に作用する粒子又
は高分子の網を有する液体からなる不規則な固体を指す。
【００４７】
　本明細書中で使用される「ゲル溶融温度」とは、剛性ゲル組成物が、ゲルの温度が上昇
するにつれて粘度が５Ｐａ未満の低粘度流動性流体に急激に移行する温度を指す。本明細
書で定義されるゲル溶融温度を測定するために、０．０４ｍｍの間隙設定、０．１２５℃
／秒の昇温速度、及び１／秒の一定のせん断速度を有するＣ２５～１／３０コーン／プレ
ートジオメトリを使用して、ブルックフィールドＲＳプラスレオメーター（ブルックフィ
ールドエンジニアリングラボラトリーズ社、ミドルボロ、マサチューセッツ州）を使用し
た。一実施形態では、ゲル溶融温度は、少なくとも約５０℃、少なくとも約５５℃、又は
少なくとも約６０℃であってもよい。他の実施形態では、ゲル溶融温度は、約９０℃以下
、約８０℃以下、又は約７０℃以下であってもよい。ゲル溶融温度は、約５０℃～９０℃
の範囲内であってもよい。いくつかの実施形態では、ゲル溶融温度は、約５５℃～８０℃
であってもよいか、又は約６０℃～７０℃がより好ましい。
【００４８】
　本明細書で使用される「ゲル硬度」とは、グラム（ｇ）の単位で表され、ゲル組成物の
硬度／剛性を指す。ゲル硬度は、トリガー５．０ｇ、浸透距離３．０ｍｍ、及び速度０．
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５ｍｍ／秒のＴＡ４１プローブ（シリンダ直径６ｍｍ、長さ３５ｍｍ）を備えるブルック
フィールド　ＬＦＲＡ　１５００テクスチャーアナライザーを使用して２２℃で測定する
ことにより決定し、ピーク負荷値として記録されている。いくつかの実施形態では、本発
明の組成物は少なくとも約１５０ｇのゲル硬度を有してもよい。該組成物は、少なくとも
約１７５ｇ又は少なくとも約１８５ｇのゲル硬度を有してもよい。該組成物は、少なくと
も約２００ｇのゲル硬度を有してもよい。組成物は、少なくとも約２２５ｇ又は少なくと
も約２５０ｇのゲル硬度を有してもよい。いくつかの実施形態では、ゲル硬度は、約１５
０ｇ～３００ｇの範囲内であってもよい。ゲル硬度は、約１７５ｇ～２７５ｇ又はより一
般には約１８５ｇ～２６５ｇの範囲内であってもよい。いくつかの実施形態では、ゲル硬
度は約２００ｇ～２５０ｇの範囲内であってもよい。
【００４９】
　本明細書で使用される「香料」とは、任意の香水、臭気除去剤、臭気マスキング剤など
、及びそれらの組み合わせを指す。いくつかの実施形態では、香料は、消費者又はユーザ
の嗅覚に影響を及ぼす物質である。
【００５０】
　本明細書で使用される「重量％」とは、全製剤中の成分の重量百分率を指す。例えば、
市販されている製剤Ｘの商業的組成物は、７０％の活性成分Ｘしか含有しない。従って、
市販の組成物の１０ｇは、７ｇのＸしか含有しない。１０ｇの市販の組成物を９０ｇの他
の成分に添加すると、最終製剤のＸの重量％はわずか７％である。
【００５１】
　本明細書で使用される「硬質表面」とは、任意の多孔質及び／又は非多孔質表面を指す
。一実施形態では、硬質表面は、セラミック、ガラス、金属、高分子、石、及びそれらの
組み合わせからなる群から選択されてもよい。この適用の目的上、硬質表面は、シリコン
ウェハ及び／又は他の半導体基板材料を含まない。セラミック表面の非限定的な例として
は、便器、シンク、シャワー、タイルなど、及びそれらの組み合わせが挙げられる。ガラ
ス表面の非限定的な例としては、窓などが挙げられる。金属表面の非限定的な例としては
、排水管、シンクなどが挙げられる。高分子表面の非限定的な例としては、ＰＶＣ配管、
ガラス繊維、アクリル、Ｃｏｒｉａｎ（登録商標）などが挙げられる。石の硬質表面の非
限定的な例としては、花崗岩、大理石などが挙げられる。
【００５２】
　硬質表面は、任意の形状、サイズ、又はその所望の目的に適した任意の配向を有しても
よい。１つの非限定的な例では、硬質表面は、垂直構成に配向されてもよい。別の非限定
的な例では、硬質表面は、セラミック便器のような曲面の表面であってもよい。さらに別
の非限定的な例では、硬質表面は、垂直及び水平要素を有する管の内側であってもよく、
湾曲要素を有してもよい。硬質表面の形状、サイズ及び／又は配向は、以下に記載する条
件下における組成物の予想外に強い輸送特性のために、本発明の組成物に影響しないと考
えられる。
【００５３】
　本明細書で使用される「界面活性剤」とは、液体、例えば水の表面張力を低下させる任
意の製剤を指す。本発明の組成物と共に使用するのに適した例示的な界面活性剤は以下に
記載されている。一実施形態では、界面活性剤は、アニオン性、非イオン性、カチオン性
、両性、両性イオン性及びそれらの組み合わせからなる群から選択され得る。一実施形態
では、洗浄組成物は、カチオン性界面活性剤を実質的に含まなくてもよい。いくつかの実
施形態では、洗浄組成物は、アニオン界面活性剤を実質的に含まなくてもよい。
【００５４】
　本明細書で使用される、「自己粘着」又は「自己接着剤」とは、別個の接着剤又は他の
補助装置を必要とせずに、硬質表面上に粘着する組成物の能力を指す。一実施形態では、
自己粘着性組成物は、一端組成物が使い尽くされると、残存物又は他の物質（即ち、追加
の接着剤）を残さない。
【００５５】
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　本明細書中で使用される「実質的に含まない」とは、約０．１重量％未満のを含むか、
又は検出可能な量の成分を含まない組成物を指す。
［実施例］
【００５６】
　以下の実施例は、上記の様々な実施形態による本発明の洗浄組成物をより具体的に例示
する。これらの実施例は、決して本発明の技術の範囲を限定するものと解釈されるべきで
はない。
【００５７】
　洗浄組成物のいくつかの例示的な製剤を調製し、表１～３に示す。各製剤について、硬
度及びゲル溶融温度を本明細書に記載のように測定した。表１に示すように、例示的な製
剤サンプルＤ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｏ、Ｐ及びＱは、少なくとも１５０ｇの硬度を提供する。こ
れらの組成物は、Ｃ１６～Ｃ１８アルコールエトキシレート第１の界面活性剤（即ちゲナ
ポール（登録商標）Ｔ－２５０）、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体
、鉱油、及び水を含む。対照的に、少なくとも４つの成分を含まない表１の組成物は、１
５０ｇ未満を硬度を有した。例えば、サンプルＡ、Ｂ及びＨ～Ｍは、エチレン酸化物－プ
ロピレン酸化物ブロック共重合体を含まず、７３．５～１３０．２ｇの範囲の硬度を有し
た。
【００５８】
【表１】

【００５９】
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　ゲナポール（登録商標）Ｘ－１００以外の「第２の非イオン性界面活性剤を表１の製剤
に含めた場合、第２の非イオン性界面活性剤は、Ｔｏｍａｄｏｌ（登録商標）９１－６（
サンプルＨ）、ＬＵＴＥＮＳＯＬ（登録商標）ＡＯ－８（サンプルＩ）、ゲナポール（登
録商標）ＬＡ　０７０Ｓ（サンプルＪ）、及びＴＥＲＧＩＴＯＬ（登録商標）１５－Ｓ－
７（サンプルＫ）から選択された。ＥＯ－ＰＯブロック共重合体界面活性剤は、ゲナポー
ル（登録商標）ＥＰ２５８４（サンプルＣ、Ｄ及びＮ～Ｑ）、ゲナポール（登録商標）Ｅ
Ｐ２４５４（サンプルＥ）、ゲナポール（登録商標）ＰＦ４０（サンプルＦ）及びＰｌｕ
ｒｏｎｉｃ　Ｌ６４（サンプルＧ）から選択された。
【００６０】
　所望のゲル組成物の典型的なゲル硬度は、約１５０ｇ以上であってもよい（即ち、ゲル
の手持ち操作に適している）。組成物は、鉱油の量が増加するにつれて、サンプルの硬度
が増加することを示す。組成物Ｃ、Ｄ、Ｎ及びＯを比較すると、ＥＯ－ＰＯブロック共重
合体と鉱油との組み合わせを含むことは、組成物が許容可能なゲル硬度を示すことが一般
的であり得ることが示される。組成物Ａ、Ｂ及びＨ～Ｍは、１５０ｇ以上のゲル硬度を達
成しなかった。これらの組成物は、ＥＯ－ＰＯブロック共重合体を含まず、他の非イオン
性界面活性剤と２．０重量％の鉱油との種々の組み合わせを含有した。従って、典型的に
は、所望の硬度レベル、例えば約１．２５重量％より大きい鉱油のレベル及び／又は少な
くとも約４重量％のＥＯ－ＰＯブロック共重合体のレベルを提供する組成物中に最小量の
ＥＯ－ＰＯブロック共重合体及び鉱油のような共硬化剤が存在する。
【００６１】
　組成物Ｄ～Ｇ及びＯ～Ｑは、少なくとも１５０ｇのゲル硬度を達成する。これらの組成
物は、ＥＯ－ＰＯブロック共重合体及び少なくとも２重量％の鉱油を含んだ。組成物Ｄ～
Ｇは、異なるＥＯ－ＰＯブロック共重合体（ゲナポール（登録商標）ＥＰ　２５８４、ゲ
ナポール（登録商標）ＥＰ　２４５４、ゲナポール（登録商標）ＰＦ４０、又はＰｌｕｒ
ｏｎｉｃ　Ｌ６４）を使用した。組成物Ｄ～Ｇ及びＯにはゲナポール（登録商標）Ｘ－１
００も含んだ。これと比較して、組成物Ｑは、ゲナポール（登録商標）Ｘ－１００又は任
意の第２の非イオン性界面活性剤を含まなかった。種々の製剤は、種々のＥＯ－ＰＯブロ
ック共重合体を使用して少なくとも１５０ｇのゲル硬度効果が達成され得ること、及び少
なくとも１５０のゲル硬度と約５０～９０℃の範囲のゲル溶融温度との組み合わせを達成
するためにゲナポール（登録商標）Ｘ－１００も第２の非イオン性界面活性剤も必要では
ないことを示す。
【００６２】
　洗浄組成物の追加の例示的製剤を調製し、表２に示す。サンプルＲ、Ｓ及びＴは、約２
５個のエチレン酸化物単位及び種々のアルコール基を有する種々のＣ１６～Ｃ１８アルコ
ールエトキシレートが少なくとも１５０ｇのゲル硬度を有する組成物を与えることができ
ることを示す。注目すべきことに、Ｎｏｖｅｌ（登録商標）「ピーク」アルコールエトキ
シレートを使用して配合された組成物Ｔは、２５モルの平均エトキシル化を有するＣ１６

／Ｃ１８アルコールエトキシレートの供給源を除いて、実質的に同一の製剤を有する密接
に関連する組成物Ｒ及びＳよりも実質的に高いゲル硬度を示す。組成物Ｔは、本明細書に
記載されている様々な実施形態の内で観察されるゲル硬度が最も高い。
【００６３】
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【００６４】
　ゲナポール（登録商標）Ｔ－２５０：Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｇｍｂｈ（Ｓｕｌｚｂａｃｈ
、Ｇｅｒｍａｎｙ）から市販されている、Ｃ１６～Ｃ１８セチル／ステアリル／オレイル
アルコールエトキシレート、２５モルの平均エトキシル化。
　Ｌｕｔｅｎｓｏｌ（登録商標）ＡＴ－２５：ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａ
ｆｅｎ、Ｇｅｒｍａｎｙ）から市販されているＣ１６～Ｃ１８セチル／ステアリル天然水
素化アルコールエトキシレート、２５モルの平均エトキシル化。
　Ｎｏｖｅｌ（登録商標）１６１８ＣＧ－２５：　Ｓａｓｏｌ　Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉ
ｃａ（Ｈｏｕｓｔｏｎ、ＵＳＡ）から入手可能な、Ｃ１６～Ｃ１８セチル／ステアリル合
成アルコールエトキシレート、２５モルの平均エトキシル化。
　表３は、洗浄組成物の４つの追加の例示的な製剤を含む。サンプルＲ、Ｕ、Ｖ、Ｗ及び
Ｘは、異なる化学構造／官能基を有する様々な共硬化剤が１５０ｇ以上のゲル硬度をもた
らすことを示す（Ｒは鉱油、Ｕはナフテン油、Ｖはミリスチン酸イソプロピル、ＷはＡｌ
ｆｏｌ　１２１６アルコール（Ｓａｓｏｌ　Ｃｏｒｐ．から入手可能な合成Ｃ１２～Ｃ１

６アルコールブレンド）であり、Ｘはゲナポール　ＬＡ　０１０（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃ
ｏｒｐ．から入手可能なラウリルアルコールエトキシレート、１モル平均ＥＯ）である。
）
【００６５】



(17) JP 6935340 B2 2021.9.15

10

20

30

40

50

【表３】

　［例示的な実施形態］
【００６６】
　特定の実施形態が図示され説明されていたが、より広範な態様において技術から逸脱す
ることなく、当業者によって変更及び修正がなされ得ることが理解されるべきである。
【００６７】
　一態様では、洗浄組成物は、（ａ）エトキシル化アルコール、（ｂ）高分子アルキレン
酸化物ブロック共重合体、（ｃ）鉱油のような共硬化剤、及び（ｄ）水を含んでもよい。
いくつかの実施形態では、組成物は、２２℃で少なくとも約１５０ｇの硬度を有してもよ
い。いくつかの実施形態では、ゲルは、約５０～９０℃のゲル溶融温度を有してもよい。
いくつかの実施形態では、エトキシル化アルコールは、平均２０～５０個のエトキシ単位
を有してもよい。いくつかの実施形態では、高分子アルキレン酸化物ブロック共重合体は
、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を含んでもよい。エチレン酸化物
－プロピレン酸化物ブロック共重合体は、ＥＯ－ＰＯブロック共重合体、ＥＯ－ＰＯ－Ｅ
Ｏブロック共重合体、Ｃ８～Ｃ１８アルコールＥＯ－ＰＯ付加物、Ｃ８～Ｃ１８アルコー
ルＰＯ－ＥＯ付加物、及び／又はＥＯ－ＰＯジアルキルエーテルを含んでもよい。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、エトキシル化アルコールはエトキシル化Ｃ１６～Ｃ３０アル
コールを含んでもよく、高分子アルキレン酸化物ブロック共重合体はエチレン酸化物－プ
ロピレン酸化物ブロック共重合体を含んでもよい。該組成物は、（ａ）平均２０～５０個
のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ１６～Ｃ２２アルコールを含んでもよいエ
トキシル化アルコールを約１５～４０重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物
ブロック共重合体を約３～１５重量％、（ｃ）共硬化剤を約１．５～１０重量％、及び（
ｄ）水を少なくとも約２５重量％を含んでもよい。いくつかの実施形態では、エチレン酸
化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体は、ＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体及び／
又はＣ１０～Ｃ１８アルコール－ＥＯ－ＰＯブロック共重合体を含んでもよい。エチレン
酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体は、約４００～５，０００の分子量を有して
もよい。いくつかの実施形態では、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体
は、ＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体及び／又はＣ８～Ｃ１８アルコールＥＯ－ＰＯ付
加物を含んでもよい。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、共硬化剤は、鉱油、ナフテン油、パラフィン油、Ｃ１０～Ｃ

２２脂肪酸のアルキルエステル、Ｃ１０～Ｃ２２アルコール及び／又は１モル以下の平均
エトキシル化度を有するＣ１０～Ｃ２２アルコールエトキシレート、又はそれらの組み合
わせを含んでもよい。共硬化剤は、約０．１重量％以下の水溶解度を有してもよい。共硬
化剤は、少なくとも約９０℃の引火点を有してもよい。
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【００７０】
　いくつかの実施形態では、組成物は、さらに香料、着色剤、ポリオール保湿剤、防腐剤
、抗菌剤、溶媒、漂白剤、研磨剤、スケール防止剤及び／又はｐＨ調整剤を含んでもよい
。いくつかの実施形態では、組成物は、さらに多糖類及び／又は合成高分子樹脂を含んで
もよい。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体は、式
（Ｂ）で表されるＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体を含んでもよい。
[化６]
　ＨＯ－（ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ（ＥＯ）ｚ－Ｈ（Ｂ）
　ここで、ＥＯはエチレン酸化物単位を表し、ＰＯはプロピレン酸化物単位を表し、ｙは
少なくとも１５の整数であり、（ＥＯ）ｘ＋ｚはＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体の全
重量の少なくとも約１０％を構成する。いくつかの実施形態では、エチレン酸化物－プロ
ピレン酸化物ブロック共重合体は、式（Ｃ）で表されるＣ１０～Ｃ１８アルコール－ＥＯ
－ＰＯブロック共重合体を含んでもよい。
［化７］
　Ｒ’Ｏ－（ＥＯ）ｍ（ＰＯ）ｎＨ（Ｃ）
　ここで、ＥＯはエチレン酸化物単位であり、ＰＯはプロピレン酸化物単位であり、ｎは
２以上の整数であり、ｍは２以上の整数であり、Ｃ１０～Ｃ１８アルコール－ＥＯ－ＰＯ
ブロック共重合体は約４００～５，０００を分子量を有する。
【００７２】
　いくつかの実施形態では、組成物は、（ａ）平均２０～３０個のエチレン酸化物単位を
有するエトキシル化Ｃ１６～Ｃ２２直鎖アルコールを含んでもよいエトキシル化アルコー
ルを約２０～３５重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を
約３～１０重量％、（ｃ）共硬化剤を約１．５～５重量％、及び（ｄ）水を少なくとも約
４０重量％を含んでもよい。組成物はさらに、（ｅ）香料成分を約１～１０重量％、任意
にポリオール保湿剤及び／又は天然ガム増粘剤を含んでもよい。
【００７３】
　いくつかの実施形態では、（ａ）エトキシル化アルコールは、平均２０～３０個のエチ
レン酸化物単位を有してもよいエトキシル化Ｃ１６～Ｃ２２直鎖脂肪族アルコールをを含
んでもよく、（ｂ）高分子アルキレン酸化物ブロック共重合体は、約４００～５，０００
の分子量を有してもよく、ＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体及び／又はＣ１０～Ｃ１８

アルコール－ＥＯ－ＰＯブロック共重合体を含み、（ｃ）共硬化剤は、鉱油、ナフテン油
、ミリスチン酸イソプロピル、１種以上のＣ１２～Ｃ１６脂肪族アルコール及び／又は１
種以上の約１モル以下の平均エトキシル化度を有するエトキシル化Ｃ１２～Ｃ１６脂肪族
アルコールを含んでもよく、共硬化剤は、約０．１重量％未満の水への溶解度を有しても
よく、少なくとも約９０℃の引火点を有してもよい。いくつかの実施形態では、組成物は
、少なくとも約２５０ｇの硬度及び約６０～７０℃のゲル溶融温度を有するゲルであって
もよい。
【００７４】
　いくつかの実施形態では、組成物は、さらに（ｅ）ポリオール保湿剤、（ｆ）香料成分
、（ｇ）エトキシル化アルコール又はエチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合
体とは異なる非イオン性界面活性剤、（ｈ）天然ガム又は合成高分子樹脂、（ｉ）アニオ
ン性、カチオン性、両性イオン性及び／又は両性界面活性剤、及び（ｊ）抗菌剤、水溶性
染料、顔料、錯化剤、表面改質高分子、防腐剤、酵素、漂白剤、ｐＨ調整剤、スケール防
止剤、研磨剤、分散剤及び溶媒からなる群から選択される１種以上の洗浄補助物質中の一
つ以上を含んでもよい。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、組成物は、（ａ）エトキシル化アルコールを約２０～３０重
量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約３～１０重量％、
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及び（ｃ）共硬化剤を約１．５～４重量％を含んでもよい。いくつかの実施形態では、組
成物は、さらに香料成分を約１～１０重量％、及びポリオール保湿剤を約１～１０重量％
を含んでもよい。いくつかの実施形態では、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック
共重合体は、Ｃ１２～Ｃ１５アルコールＥＯ－ＰＯ付加物及び／又はＥＯ－ＰＯ－ＥＯブ
ロック共重合体を含んでもよい。ＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体は、ＥＯ単位を約３
０～５０重量％を含んでもよく、約１，０００～５，０００の平均分子量を有してもよい
。Ｃ１２～Ｃ１５アルコールＥＯ－ＰＯ付加物は、約５００～２，０００の平均分子量を
有してもよい。
【００７６】
　一態様では、洗浄組成物は、（ａ）平均２０～５０個のエチレン酸化物単位を有しても
よいエトキシル化Ｃ１６～Ｃ３０脂肪族アルコールを約１５～４０重量％、（ｂ）エチレ
ン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１０重量％、（ｃ）炭化水素又は
酸素化炭化水素共硬化剤を約１．５～５重量％、及び（ｄ）水を少なくとも約２５重量％
を含んでもよい。いくつかの実施形態では、組成物は、２２℃で少なくとも約１５０ｇの
硬度及び約５０～９０℃のゲル溶融温度を有するゲルであってもよい。いくつかの実施形
態では、組成物は、（ａ）エトキシル化アルコールを約２０～３５重量％、（ｂ）エチレ
ン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約３～８重量％、（ｃ）共硬化剤を約１
～５重量％、及び（ｄ）水を少なくとも約４０重量％を含んでもよく、ゲルは、２２℃で
少なくとも約２００ｇの硬度及び約５５～７０℃のゲル溶融温度を有してもよい。組成物
はさらに、（ｅ）約５～１５個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ８～Ｃ１５

脂肪族アルコールであってもよい第２のエトキシル化アルコールを約２～１０重量％、及
び／又は（ｆ）ポリオール保湿剤を約２～１０重量％を含んでもよい。いくつかの実施形
態では、共硬化剤は、鉱油、ナフテン油、パラフィン油、Ｃ１０～Ｃ２２脂肪酸のアルキ
ルエステル、Ｃ１０～Ｃ２２脂肪族アルコール及び／又は約１モル以下の平均エトキシル
化度を有するＣ１０～Ｃ２２脂肪族アルコールエトキシレートを含んでもよく、共硬化剤
は、約０．１重量％未満の水への溶解度を有してもよく、少なくとも約９０℃の引火点を
有してもよい。
【００７７】
　いくつかの実施形態では、組成物は、（ａ）平均２０～３０個のエチレン酸化物単位を
有するエトキシル化Ｃ１６～Ｃ２２直鎖脂肪族アルコールであってもよいエトキシル化ア
ルコールを約２０～３０重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重
合体を約３～１０重量％、（ｃ）鉱油を約１．５～３重量％、（ｄ）水を少なくとも約４
０重量％、（ｅ）天然ガム及び／又は合成高分子樹脂を０～約１重量％、（ｆ）香料成分
を０～約１０重量％、（ｇ）ポリオール保湿剤を０～約１０重量％、（ｈ）エトキシル化
Ｃ１６～Ｃ２２直鎖脂肪族アルコールとは異なる非イオン性界面活性剤を０～約１０重量
％、及び（ｉ）１種以上の洗浄補助物質を０～約１０重量％からなってもよい。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、組成物は、（ａ）平均２０～５０個のエチレン酸化物単位を
有するエトキシル化Ｃ１６～Ｃ３０アルコールを含むエトキシル化アルコールを約１５～
４０重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１５重
量％、（ｃ）鉱油を約０．５～１０重量％、（ｄ）水を少なくとも約２５重量％を含んで
もよい。いくつかの実施形態では、組成物はさらに、（ｅ）香料成分を約１～１０重量％
及び／又は（ｆ）グリセリンを約１～１０重量％を含んでもよい。
【００７９】
　いくつかの実施形態では、組成物は、（ａ）平均２０～５０個のエチレン酸化物単位を
有するエトキシル化Ｃ１６～Ｃ２２アルコールを含んでもよいエトキシル化アルコールを
約１５～４０重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１
～１５重量％、（ｃ）鉱油を約０．５～１０重量％、及び（ｄ）水を少なくとも約２５重
量％を含んでもよい。特定の実施形態では、組成物は、さらに、（ｅ）香料成分を約１～
１０重量％、任意に（ｆ）グリセリンを約１～１０重量％を含んでもよい。エトキシル化



(20) JP 6935340 B2 2021.9.15

10

20

30

40

50

アルコールは、平均約２０～５０個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ１６～
Ｃ３０脂肪族アルコール及び平均約５～１５個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル
化Ｃ８～Ｃ１５脂肪族アルコールを含んでもよい。いくつかの実施形態では、組成物は、
さらに（ｅ）ポリオール保湿剤、（ｆ）香料成分、（ｇ）第１のエトキシル化アルコール
とは異なる非イオン性界面活性剤、（ｈ）天然又は合成高分子樹脂、（ｉ）アニオン性、
カチオン性、両性イオン性及び／又は両性界面活性剤、（ｊ）１種以上の補助剤の中の一
つ以上を含んでもよい。いくつかの実施形態では、組成物は、さらに第１のエトキシル化
アルコールとは異なる非イオン性界面活性剤を含んでもよい。特定の態様では、組成物は
硬質表面へ塗布するときに自己粘着性であってもよい。
【００８０】
　他の態様では、洗浄組成物は、（ａ）平均２０～５０個のエチレン酸化物単位を有する
エトキシル化Ｃ１６～Ｃ３０アルコールであってもよい第１のエトキシル化アルコール、
（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体、（ｃ）鉱油、及び（ｄ）水
を含んでもよい。いくつかの実施形態では、組成物は、硬質表面へ塗布するときに自己粘
着性であってもよい。組成物は、さらに（ｅ）ポリオール保湿剤、（ｆ）香料成分、（ｇ
）第１のエトキシル化アルコールとは異なる非イオン性界面活性剤、（ｈ）天然又は合成
高分子樹脂、（ｉ）アニオン性、カチオン性、両性イオン性及び／又は両性界面活性剤、
及び（ｊ）１種以上の補助剤の中の一つ以上を含んでもよい。いくつかの実施形態では、
組成物は、（ａ）第１のエトキシル化アルコールを約１５～３５重量％、（ｂ）エチレン
酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１５重量％、及び（ｃ）鉱油を約０
．５～１０重量％を含んでもよい。該組成物は、さらに香料成分を約１～１０重量％、及
びポリオール保湿剤を約１～１０重量％含んでもよい。いくつかの実施形態では、エチレ
ン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体は、ＥＯ－ＰＯブロック共重合体、ＥＯ－
ＰＯ－ＥＯブロック共重合体、Ｃ８～Ｃ１８アルコールＥＯ－ＰＯ付加物、Ｃ８～Ｃ１８

アルコールＰＯ－ＥＯ付加物、及び／又はＥＯ－ＰＯジアルキルエーテルを含んでもよい
。いくつかの実施形態では、組成物は、（ａ）第１のエトキシル化アルコールを約２０～
３０重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約２～１０重
量％、（ｃ）鉱油を約０．５～５重量％、及び（ｄ）水を少なくとも約２５重量％、（ｅ
）グリセリンを約２～１０重量％、（ｆ）香料成分の約１～１０重量％、及び（ｇ）約５
～１２個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ８～Ｃ１５アルコールであっても
よい第２のエトキシル化アルコールを約０～１０重量％を含んでもよい。該組成物は、少
なくとも約１５０ｇの硬度及び約５０～９０℃のゲル溶融温度を有するゲルであってもよ
い。
【００８１】
　一態様では、洗浄組成物は、（ａ）平均約２０～５０個のエチレン酸化物単位を有する
エトキシル化Ｃ１４～Ｃ３０アルコールであってもよい第１のエトキシル化アルコールを
約１５～４０重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１
～１５重量％、（ｃ）鉱油を約０．５～１０重量％、及び（ｄ）水を含んでもよい。いく
つかの実施形態では、組成物は、（ａ）平均２０～４０個のエチレン酸化物単位を有する
エトキシル化Ｃ１４～Ｃ２２アルコールを含んでもよい第１のエトキシル化アルコールを
約２０～３５重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約２
～１０重量％、（ｃ）鉱油を約０．５～５重量％、及び（ｄ）水を少なくとも約２５重量
％を含んでもよく、さらに（ｅ）平均５～１５個のエチレン酸化物単位を有するエトキシ
ル化Ｃ８～Ｃ１５アルコールであってもよい第２のエトキシル化アルコールを約１～１０
重量％、（ｆ）ポリオール保湿剤を約２～１０重量％を含んでもよい。特定の実施形態で
は、組成物は、（ａ）平均１５～５０個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ１

４～Ｃ２２アルコールであってもよい第１のエトキシル化アルコールを約１５～４０重量
％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１０重量％、（
ｃ）鉱油を約０．５～１０重量％、（ｄ）水を少なくとも約４０重量％、（ｅ）天然又は
合成高分子樹脂を０～約３重量％、（ｆ）香料成分を０～約１０重量％、（ｇ）ポリオー
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ル保湿剤を０～約１５重量％、（ｈ）第１のエトキシル化アルコールとは異なる非イオン
性界面活性剤を０～約１０重量％、及び（ｉ）１種以上の補助剤を０～約１０重量％から
なってもよい。該組成物は、アニオン性、カチオン性、両性イオン性及び／又は両性界面
活性剤を含んでもよい。いくつかの実施形態では、第１のエトキシル化アルコールは、平
均２０～３５個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化直鎖Ｃ１６～Ｃ２２第１級ア
ルコールを含んでもよい。組成物は、さらに第１のエトキシル化アルコールとは異なる非
イオン性界面活性剤を含んでもよい。いくつかの実施形態では、組成物は、少なくとも約
１５０ｇの硬度及び約５０～８０℃のゲル溶融温度を有するゲルであってもよい。組成物
は、硬質表面へ塗布するときに自己粘着性であってもよい。
【００８２】
　別の態様では、洗浄組成物は、エトキシル化アルコール、ポリ（エチレン酸化物－プロ
ピレン酸化物）ブロック共重合体、鉱油、及び水を含んでもよい。組成物は、少なくとも
約１５０ｇの硬度を有してもよい。いくつかの実施形態では、組成物はゲルであってもよ
い。エトキシル化アルコールは、少なくとも１２個の炭素原子を有する末端アルキル基を
含んでもよい。いくつかの実施形態では、エトキシル化アルコールは、末端Ｃ１６～Ｃ３

０アルキル基又は末端Ｃ１６～Ｃ２２アルキル基を含んでもよい。エトキシル化アルコー
ルは、少なくとも約１５個のエチレン酸化物単位を含んでもよい。いくつかの実施形態で
は、エトキシル化アルコールは、約２０～５０個のエチレン酸化物単位又は約２０～３５
個のエチレン酸化物単位を含んでもよい。組成物は、さらに第１のエトキシル化アルコー
ルとは異なる第２のエトキシル化アルコールを含んでもよい。第２のエトキシル化アルコ
ールは、５～１５個のエチレン酸化物単位を有する末端Ｃ８～Ｃ１５アルキル基を含んで
もよい。エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体は、約４００～約１０，０
００の分子量を有してもよい。該組成物は、カチオン性界面活性剤を実質的に含まなくて
もよい。組成物は、アニオン性界面活性剤を実質的に含まなくてもよい。組成物は、約５
０～９０℃のゲル溶融温度を有してもよい。いくつかの実施形態では、組成物は、約５５
～７５℃のゲル溶融温度を有してもよい。いくつかの実施形態では、組成物は、約６０～
７０℃のゲル溶融温度を有してもよい。組成物は、さらにポリオール、天然ガム、合成高
分子樹脂、染料、表面改質高分子、抗菌剤、又は他の洗浄剤補助成分の１つ以上を含んで
もよい。いくつかの実施形態では、ポリオールは、グリセリン及び／又はソルビトールを
含んでもよい。組成物は、エトキシル化アルコールを約１５～４０重量％、エチレン酸化
物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１０重量％、鉱油を約０．５～１０重量
％、及び水を少なくとも約２５重量％を含んでもよい。いくつかの実施形態では、組成物
は、水を少なくとも約４０重量％を含んでもよい。いくつかの実施形態では、組成物は硬
質表面に自己粘着してもよい。硬質表面は、傾斜した表面又は垂直な表面であってもよい
。いくつかの実施形態では、硬質表面は便器の内部ボウルの一部であってもよい。
【００８３】
　一態様では、洗浄組成物は、本質的にエトキシル化アルコール、エチレン酸化物－プロ
ピレン酸化物ブロック共重合体、鉱油、水、任意に第２のエトキシル化アルコール、任意
に１種以上のアニオン性界面活性剤、ポリオール、天然ガム、合成高分子樹脂、染料、表
面改質高分子、抗菌剤、又は他の洗浄剤補助成分からなってもよい。いくつかの実施形態
では、組成物は、本質的にエトキシル化アルコールを約１５～４０重量％、ポリエチレン
酸化物－ポリプロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１０重量％、鉱油を約０．５～
１０重量％、第１のエトキシル化アルコールとは異なる第２のエトキシル化アルコールを
約０～１０重量％、第１及び第２のエトキシル化アルコールと異なる非イオン性界面活性
剤を約０～１０重量％、１種以上の香料を約０～１０重量％、ポリオールを約０～１０重
量％、及び水を約４０重量％からなる。組成物は、エトキシル化アルコールを約２０～３
０重量％、ポリ（エチレン酸化物－プロピレン酸化物）ブロック共重合体を約４～８重量
％、鉱油を約１～３重量％、第１のエトキシル化アルコールとは異なる第２のエトキシル
化アルコールを約１～１０重量％、第１及び第２のエトキシル化アルコールとは異なる非
イオン性界面活性剤を約０～６重量％、１種以上の香料を約１～５重量％、グリセリンを
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約１～５重量％、及び水を少なくとも約４０重量％からなってもよい。いくつかの実施形
態では、エトキシル化アルコールは、Ｃ１６～Ｃ２２末端アルキル基及び平均約２０～３
０個のエチレン酸化物単位を含んでもよい。第２のエトキシル化アルコールは、Ｃ１０～
Ｃ１５末端アルキル基及び６～１２個のエチレン酸化物単位を含んでもよい。
【００８４】
　他の態様では、組成物は、硬質表面へ塗布するときに自己粘着性である粘着性洗浄組成
物であり、（ａ）平均１５～５０個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ１２～
Ｃ３０アルコールである第１のエトキシル化アルコール、（ｂ）エチレン酸化物－プロピ
レン酸化物ブロック共重合体、（ｃ）鉱油、及び（ｄ）水を含んでもよい。いくつかの実
施形態では、組成物は、さらに（ｅ）ポリオール保湿剤、（ｆ）香料成分、（ｇ）第１の
エトキシル化アルコールとは異なる非イオン性界面活性剤、（ｈ）天然又は合成高分子樹
脂、（ｉ）アニオン性、カチオン性、両性イオン性及び／又は両性界面活性剤、及び（ｊ
）１種以上の補助剤の中の一つ以上を含んでもよい。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、組成物は、ａ）第１のエトキシル化アルコールを約１５～３
５重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１５重量
％、（ｃ）鉱油のような共硬化剤を約０．５～１０重量％を含んでもよい。該組成物は、
さらに香料成分を約１～１０重量％、任意にポリオール保湿剤を約１～１０重量％を含ん
でもよい。他の実施形態では、組成物は、（ａ）第１のエトキシル化アルコールを約２０
～３０重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約２～１０
重量％、（ｃ）鉱油又は他の共硬化剤を約０．５～５重量％、及び（ｄ）水を少なくとも
約２５重量％、（ｅ）グリセリンを約２～１０重量％、（ｆ）香料成分を約１～１０重量
％、及び（ｇ）平均５～１５個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ８～Ｃ１５

アルコールである第２のエトキシル化アルコールを約０～１０重量％を含んでもよい。い
くつかの実施形態では、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体は、ＥＯ－
ＰＯブロック共重合体、ＥＯ－ＰＯ－ＥＯブロック共重合体、Ｃ８～Ｃ１８アルコールＥ
Ｏ－ＰＯ付加物、Ｃ８～Ｃ１８アルコールＰＯ－ＥＯ付加物、及び／又はＥＯ－ＰＯジア
ルキルエーテルを含んでもよい。いくつかの実施形態では、洗浄組成物はゲルであってよ
く、少なくとも約１５０ｇのゲル硬度及び／又は約５０～９０℃のゲル溶融温度を有して
もよい。
【００８６】
　他の態様では、組成物は、（ａ）平均１５～５０個のエチレン酸化物単位を有するエト
キシル化Ｃ１４～Ｃ３０アルコールである第１のエトキシル化アルコールを約１５～４０
重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１５重量％
、（ｃ）鉱油を約０．５～１０重量％、及び（ｄ）水を含むゲル洗浄組成物であってもよ
い。いくつかの実施形態では、組成物は、（ａ）平均２０～４０個のエチレン酸化物単位
を有するエトキシル化Ｃ１４～Ｃ２２アルコールを含んでもよい第１のエトキシル化アル
コールを約２０～３５重量％、（ｂ）エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合
体を約２～１０重量％、（ｃ）鉱油を約０．５～５重量％、及び（ｄ）水を少なくとも約
２５重量％を含んでもよい。組成物はさらに、平均５～１５個のエチレン酸化物単位を有
するエトキシル化Ｃ８～Ｃ１５アルコールである第２のエトキシル化アルコールを約１～
１０重量％、及び（ｆ）ポリオール保湿剤を約２～１０重量％を含んでもよい。いくつか
の実施形態では、組成物はまた、アニオン性、カチオン性、両性イオン性及び／又は両性
界面活性剤を含んでもよい。他の実施形態では、組成物はまた、第１のエトキシル化アル
コールとは異なる非イオン性界面活性剤を含んでもよい。いくつかの実施形態では、第１
のエトキシル化アルコールは、平均２０～３５個のエチレン酸化物単位を有するエトキシ
ル化直鎖Ｃ１４～Ｃ２２第１級アルコールを含んでもよい。いくつかの実施形態では、洗
浄組成物はゲルであってよく、少なくとも約１５０ｇのゲル硬度及び／又は約５０～９０
℃のゲル溶融温度を有してもよい。組成物は、硬質表面へ塗布するときに自己粘着性であ
ってもよい。
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【００８７】
　他の態様では、組成物は、硬質表面へ塗布するときに自己粘着性である粘着性洗浄組成
物であってもよく、（ａ）ポリアルコキシ非イオン性界面活性剤、（ｂ）Ｃ１０～Ｃ２２

脂肪族カルボン酸のアルキルエステルを含む共硬化剤、及び（ｃ）水を少なくとも約２５
重量％、典型的には少なくとも約４０重量％を含んでもよい。いくつかの実施形態では、
ポリアルコキシ非イオン性界面活性剤は、平均１５～５０個のエチレン酸化物単位を有す
るエトキシル化Ｃ１２～Ｃ３０脂肪族アルコール及び／又はアルキレン酸化物ブロック共
重合体を含んでもよい。例えば、ポリアルコキシ非イオン性界面活性剤は、平均約１５～
５０個のエチレン酸化物単位（多くの場合平均約２０～４０個のエチレン酸化物単位を有
する）を有するエトキシル化Ｃ１２～Ｃ２２脂肪アルコール及び／又は少なくとも約１５
個のアルキレン酸化物単位を有するエチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体
を含んでもよい。粘着性洗浄組成物は、さらに、（ｅ）ポリオール保湿剤、（ｆ）香料成
分、（ｇ）第１のエトキシル化アルコールとは異なる非イオン性界面活性剤、（ｈ）天然
又は合成高分子樹脂、（ｉ）アニオン性、カチオン性、両性イオン性及び／又は両性界面
活性剤、及び（ｊ）１種以上の補助剤の中の一つ以上を含んでもよい。共硬化剤は、一般
に、約０．１重量％以下の水溶解度及び／又は少なくとも約９０℃の引火点を有する。
【００８８】
　他の態様では、組成物は、（ａ）エトキシル化アルコール、例えば平均１５～５０個の
エチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ１４～Ｃ３０脂肪族アルコールを約１５～４
０重量％、（ｂ）任意に、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～
１５重量％、（ｃ）Ｃ１０～Ｃ２２脂肪族カルボン酸のアルキルエステルを含む共硬化剤
を約０．５～１０重量％、及び（ｄ）水を含むゲル洗浄組成物であってもよい。いくつか
の実施形態では、組成物は、（ａ）平均約２０～４０個のエチレン酸化物単位を有するエ
トキシル化Ｃ１４～Ｃ２２脂肪アルコールを含んでもよいエトキシル化Ｃ１４～Ｃ３０脂
肪族アルコールを約２０～３５重量％、（ｂ）任意に、エチレン酸化物－プロピレン酸化
物ブロック共重合体を約２～１０重量％、（ｃ）共硬化剤を約０．５～５重量％、及び（
ｄ）水を少なくとも約２５重量％を含んでもよい。組成物は、ポリオール保湿剤、例えば
グリセリンを約２～１０重量％を含んでもよい。いくつかの実施形態では、組成物はまた
、アニオン性、カチオン性、両性イオン性及び／又は両性界面活性剤を含んでもよい。い
くつかの実施形態では、組成物はまた、異なる非イオン性界面活性剤を含んでもよい。典
型的には、洗浄組成物は、約５０～９０℃のゲル溶融温度を有するゲルである。ゲルは、
少なくとも約１５０ｇのゲル硬度を有してもよい。
【００８９】
　他の態様では、本発明の洗浄組成物は、（ａ）ポリアルコキシ非イオン性界面活性剤を
約１５～４０重量％、（ｂ）Ｃ１０～Ｃ２２脂肪族カルボン酸のアルキルエステルを含む
共硬化剤を約１～１０重量％、及び（ｃ）水を少なくとも約２５重量％を含んでもよい。
このような洗浄組成物は、少なくとも約５０℃の溶融温度を有する自己粘着性ゲルであっ
てもよい。いくつかの例では、このような洗浄組成物は、少なくとも約１５個のアルキレ
ン酸化物単位を有するポリアルコキシ非イオン性界面活性剤を含んでもよい。例えば、ポ
リアルコキシ非イオン性界面活性剤は、エトキシル化直鎖脂肪族アルコール及び／又は高
分子アルキレン酸化物ブロック共重合体であってもよい。いくつかの例では、エトキシル
化直鎖脂肪族アルコールは、平均約１５～５０個のエチレン酸化物単位を有するエトキシ
ル化Ｃ１４～Ｃ３０直鎖脂肪族アルコール、一般に平均約２０～４０個のエチレン酸化物
単位を有するエトキシル化Ｃ１４～Ｃ２２脂肪アルコールを含んでもよい。高分子アルキ
レン酸化物ブロック共重合体は、エチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体で
あってもよい。典型的には、共硬化剤は、約０．１重量％以下の水溶解度及び／又は少な
くとも約９０℃の引火点を有する。共硬化剤として使用されてもよい適切なＣ１０～Ｃ２

２脂肪族カルボン酸アルキルエステルの例は、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸
エチル、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸ｎ－ブチル、ラウリン酸ｎ－ヘキシル
、ステアリン酸エチル、ステアリン酸イソプロピル、ラウリン酸ｎ－ブチル及び／又はオ
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レイン酸エチルが挙げられる。共硬化剤はまた、鉱油、ナフテン油、パラフィン油、Ｃ１

２～Ｃ１８脂肪族アルコール及び／又は約２以下の平均エトキシル化度を有するＣ１０～
Ｃ１８脂肪族アルコールエトキシレートを含んでもよい。
【００９０】
　前の段落に記載された洗浄組成物の実例は、平均約１５～５０個のエチレン酸化物単位
を有するエトキシル化Ｃ１４～Ｃ２２脂肪アルコールを約２０～３０重量％、共硬化剤を
約０．５～５重量％、及び水を少なくとも約４０重量％を含む洗浄ゲルを含む。このよう
な洗浄ゲはまた、グリセリンを約２～１０重量％、香料成分を約０～１０重量％、及び約
５～１２個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ８～Ｃ１５脂肪族アルコールを
約０～１０重量％を含んでもよい。このような組成物はまた、エチレン酸化物－プロピレ
ン酸化物ブロック共重合体のような高分子アルキレン酸化物ブロック共重合体を含んでも
よい。共硬化剤としては、Ｃ１０～Ｃ１８脂肪族カルボン酸のＣ１～Ｃ６アルキルエステ
ル、例えば、Ｃ１２～Ｃ１６脂肪酸のＣ２～Ｃ６アルキルエステルを含んでもよい。多く
の例では、この及び前の段落に記載された洗浄用組成物は、ポリアルコキシ非イオン性界
面活性剤が、平均約２０～５０個のエチレン酸化物単位を有するエトキシル化Ｃ１４～Ｃ

３０脂肪族アルコール及び／又は約１，０００～５，０００の分子量を有するエチレン酸
化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を含んでもよい。このような組成物はまた、香
料、着色剤、ポリオール保湿剤、防腐剤、抗菌剤、溶媒、漂白剤、研磨剤、スケール防止
剤及び／又はｐＨ調整剤を含んでもよい。いくつかの例では、このような組成物はまた、
カチオン性界面活性剤を含んでもよい。
【００９１】
　前記の段落に記載の洗浄組成物は、香料成分を約１～１０重量％及び／又はエチレン酸
化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１０重量％を含んでもよい。いくつか
の例では、この段落に記載された洗浄組成物はまた、多糖類及び／又は合成高分子樹脂を
含んでもよい。いくつかの例では、この段落に記載された洗浄組成物はまた、カチオン性
界面活性剤を含んでもよい。いくつかの例では、この段落に記載の洗浄組成物は、（ｅ）
ポリオール保湿剤、（ｆ）香料成分、（ｇ）エトキシル化アルコール又はエチレン酸化物
－プロピレン酸化物ブロック共重合体とは異なる非イオン性界面活性剤、（ｈ）天然ガム
又は合成高分子樹脂、（ｉ）アニオン性、カチオン性、両性イオン性及び／又は両性界面
活性剤、及び（ｊ）抗菌剤、水溶性染料、顔料、錯化剤、表面改質高分子、防腐剤、酵素
、漂白剤、ｐＨ調整剤、スケール防止剤、研磨剤、分散剤及び溶媒からなる群から選択さ
れる１種以上の洗浄補助物質から選択される１つ以上の成分を含んでもよい。
【００９２】
　他の態様では、本発明の洗浄組成物は、（ａ）平均約２０～５０個のエトキシ単位を有
するエトキシル化Ｃ１４～Ｃ３０アルコール、（ｂ）ポリオール保湿剤、（ｃ）Ｃ１０～
Ｃ２２脂肪酸のアルキルエステルを含む共硬化剤、及び（ｄ）水を少なくも約２５重量％
を含んでもよい。このような洗浄組成物は、少なくとも約５０℃の溶融温度、及び多くの
場合約５０～９０℃のゲル溶融温度を有するゲルであってもよい。このような組成物にお
いて、共硬化剤は、鉱油、ナフテン油、パラフィン油、Ｃ１０～Ｃ２２アルコール及び／
又は約２以下の平均エトキシル化度を有するＣ１０～Ｃ２２アルコールエトキシレートも
含んでもよい。共硬化剤は、好ましくは、約０．１重量％以下の水への溶解度及び／又は
少なくとも約９０℃の引火点を有する。例えば、洗浄組成物は、（ａ）エトキシル化Ｃ１

４～Ｃ３０脂肪アルコールを約１５～３５重量％、（ｂ）ポリオール保湿剤を約１～１０
重量％、（ｃ）共硬化剤を約０．５～５重量％、及び（ｄ）水を少なくとも約４０重量％
を含むゲルであってもよい。該洗浄組成物はまた、香料成分を約１～１０重量％及び／又
はエチレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体を約１～１０重量％を含んでもよ
い。いくつかの例では、この段落に記載された洗浄組成物はまた、多糖類及び／又は合成
高分子樹脂を含んでもよい。いくつかの例では、この段落に記載された洗浄組成物はまた
、カチオン性界面活性剤を含んでもよい。いくつかの例では、この段落に記載の洗浄組成
物は、（ｅ）ポリオール保湿剤、（ｆ）香料成分、（ｇ）エトキシル化アルコール又はエ



(25) JP 6935340 B2 2021.9.15

10

20

30

40

チレン酸化物－プロピレン酸化物ブロック共重合体とは異なる非イオン性界面活性剤、（
ｈ）天然ガム又は合成高分子樹脂、（ｉ）アニオン性、カチオン性、両性イオン性及び／
又は両性界面活性剤、及び（ｊ）抗菌剤、水溶性染料、顔料、錯化剤、表面改質高分子、
防腐剤、酵素、漂白剤、ｐＨ調整剤、スケール防止剤、研磨剤、分散剤及び溶媒からなる
群から選択される１種以上の洗浄補助物質から選択される１つ以上の成分を含んでもよい
。
【００９３】
　いくつかの実施形態が図示され説明されているが、その広い側面において技術から逸脱
することなく、当業者によって変更及び修正がなされ得ることが理解されるべきである。
【００９４】
　本明細書で例示的に説明された実施形態は、本明細書に具体的に開示されていない要素
又は多数の要素、制限又は多数の制限がない場合に適切に実施してもよい。従って、例え
ば、「備える」、「含む」、「包含する」という用語は、広範かつ制限なしに読まれるも
のとする。さらに、本明細書で使用される用語及び表現は、限定ではなく説明の用語とし
て使用されており、示され説明された特徴又はその一部の等価物を排除するような用語及
び表現を使用する意図はないが、請求され技術の範囲内で様々な変更が可能であることを
認識した。さらに、「本質的に～からなる」という語句は、具体的に列挙された要素及び
請求される技術の基本的及び新規の特徴に実質的に影響を与えない追加の要素を含むと理
解される。「からなる」という語句は、指定されていない要素を除外する。
【００９５】
　本明細書で使用する「約」は、当業者によって理解され、使用される状況に応じてある
程度変化するであろう。当業者には明らかでない用語の使用がある場合、その用語が使用
される文脈を考慮すると、「約」は特定の用語のプラス又はマイナス１０％を意味する。
【００９６】
　要素（特に、添付の特許請求の範囲の文脈において）を説明する文脈における用語「ａ
」及び「ａｎ」、及び「ｔｈｅ」ならびに同様の指示対象の使用は、単数形及び複数形の
両方を包含するものと解釈されるべきであり、本明細書において別段の指示がない限り、
又は文脈と明確に矛盾しない限り、複数である。本明細書における値の範囲の列挙は、本
明細書中に別段の指示がない限り、範囲内の各別個の値を個々に参照する簡略方法として
役立つことを意図しており、それぞれの個別値は本明細書に個別に列挙されているかのよ
うに本明細書中に組み込まれる。本明細書中に記載される全ての方法は、本明細書中で他
に指示されない限り、又は文脈によって明らかに矛盾しない限り、任意の適切な順序で行
われ得る。本明細書で提供される任意の及び全ての例又は例示的な用語（例えば、「など
」）の使用は、単に実施形態をよりよく示すことを意図しており、特に断らない限り、特
許請求の範囲を限定するものではない。明細書中の言語は、主張されていない要素を必須
として示すものと解釈されるべきではない。
【００９７】
　さらに、本開示の特徴又は態様がマーカッシュグループに関して記載されている場合、
当業者は、本開示がまた、マーカッシュグループの部材の任意の個々の部材又は部材のサ
ブグループに関して記載されることを認識するであろう。
【００９８】
　当業者には理解されるように、任意の及び全ての目的のために、特に記載された説明を
提供する観点から、本明細書に開示される全ての範囲は、その可能な部分範囲及びその部
分範囲の組み合わせをも包含する。
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